
フランス、イタリアのマンション管理制度 

フランス イタリア 

 管理者（Syndic）は必置で、約８割は外部のプロが
就任（プロの管理者には国家資格あり）。区分所有者
からなる理事会で管理者を監視・監督。法人形態の管
理者も存在するが、法律、会計、建築等の専門家から
なり、現業部門を内製化していない。 

 管理者は４戸以上の区分所有建物では必置で、約４
割は外部のプロが就任。理事会は置かれない場合が多
く、区分所有者（総会）が管理者を監視・監督。管理
者に国家資格はなく、個人で業務を行う。 
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管理組合＝区分所有者の団体（必置・法人格あり） 

総会 ＝意思決定機関 

区分所有者＝居住用資産の所有者 

役員会（原則設置） 
      ＝監査機関 

 
理事 

管理者（必置） 

      ＝執行機関 
（８割は外部のプロ） 

規約 
  ＝管理組合の基本ルール 
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（通常は区分所有者から
構成） 

管理組合＝区分所有者の団体（必置・法人格なし） 

総会 ＝意思決定機関＋監査機関 

区分所有者＝居住用資産の所有者 

役員会（任意、ない場合 

も多い）  ＝監査機関 

 

管理者（４戸以上で必置） 

      ＝執行機関 
（４割は外部のプロ） 

規約 
  ＝管理組合の基本ルール 
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（区分所有者から構成） 
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